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(57)【要約】
　組み合わせは、小児安全パッケージ（１０）およびそ
の中に取り出し可能に配置可能な押出しチューブ（１２
）を含む。パッケージの本体（１４）の側壁（２０）は
、内面（２２）および反対側の外面（２４）を有する。
キャビティ（３０）は、本体によって形成される。開口
（３２）は、本体の開いた第１の端部（１６）の近傍に
配置される。底壁（４０）は、本体の開いた第２の端部
（１８）の近傍に配置される。キャップ（４２）は、本
体の第１の端部の少なくとも一部に取り外し可能に装着
される。押出しチューブは、キャップが本体の第１の端
部の少なくとも一部に装着されているとき、本体、底壁
、およびキャップによって囲まれる。押出しチューブは
、概ね可撓性のハウジング（５６）であって、該ハウジ
ングから小出しにされる物質を収容するためのキャビテ
ィ（５８）を形成するハウジングを含む。閉鎖具（６０
）は、ハウジングに取り外し可能に装着される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小児安全パッケージであって、
　　概ね開いた第１の端部、反対側の概ね開いた第２の端部、および前記第１の端部から
前記第２の端部まで延びる側壁を有する本体であり、前記側壁が、内面および反対側の外
面を有し、前記本体の長手方向軸線が、前記第１の端部から前記第２の端部に延びており
、キャビティが、前記本体によって形成されており、開口が、前記本体の前記開いた第１
の端部の近傍に配置されており、前記開口が、前記本体の前記開いた第１の端部よりも小
さい、本体、
　　前記本体の前記開いた第２の端部の近傍に配置される底壁であり、前記本体の前記開
いた第２の端部を概ね塞ぐ底壁、および、
　　前記本体の前記第１の端部の少なくとも一部に取り外し可能に装着可能なキャップ、
　を含む小児安全パッケージと、
　前記本体の前記キャビティ内に取り出し可能に配置可能であり、前記キャップが前記本
体の前記第１の端部の少なくとも一部に装着されているときに前記本体、前記底壁、およ
び前記キャップによって囲まれる、押出しチューブであって、
　　概ね可撓性のハウジングであり、該ハウジングから小出しにされる物質を収容するた
めのキャビティを形成するハウジング、および、
　　前記ハウジングに取り外し可能に装着される閉鎖具、
　を含む押出しチューブと、
を含む組み合わせ。
【請求項２】
　前記小児安全パッケージが、前記本体の前記第１の端部に配置されるカラーをさらに含
み、前記開口が、前記カラーを通って延びている、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項３】
　前記カラーが、前記本体の前記第１の端部の少なくとも一部に取り外し可能に装着可能
であり、前記底壁が、前記本体の前記第２の端部の少なくとも一部に装着可能である、請
求項２に記載の組み合わせ。
【請求項４】
　前記開口が、第１の部分および第２の部分を有し、前記第１の部分が、前記長手方向軸
線と概ね平行に延び、前記第２の部分が、前記長手方向軸線に対して約４５度の角度で延
びている、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項５】
　前記押出しチューブが、第１の位置と第２の位置との間で前記長手方向軸線に沿って前
記本体内を移動可能であり、前記第１の位置が、前記長手方向軸線に沿って前記第２の位
置から離間しており、前記第１の位置では、前記押出しチューブの全体が、前記小児安全
パッケージの前記本体の前記第１の端部より下に配置されており、前記第２の位置では、
前記押出しチューブの少なくとも一部が、前記小児安全パッケージの前記本体の前記第１
の端部より上に配置されており、前記パッケージの外側に延びている、請求項１に記載の
組み合わせ。
【請求項６】
　前記キャップが、底壁および該底壁から下方に延びるスカートを含み、少なくとも１つ
の突起が、前記底壁から下方に延びており、前記突起が、前記スカートから離間しており
、前記突起の少なくとも一部が、前記閉鎖具が前記ハウジングに装着され、前記押出しチ
ューブが前記本体の前記キャビティ内に配置されているときに前記閉鎖具の少なくとも一
部を囲んでいる、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項７】
　前記本体の前記側壁の前記内面が、前記本体の前記第１の端部の近傍にある第１の部分
および前記本体の前記第２の端部の近傍にある第２の部分を有し、前記第１の部分が、前
記長手方向軸線と概ね平行に延びており、前記第２の部分が、前記長手方向軸線に向かっ
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て内側に広がる角度で延びている、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項８】
　前記押出しチューブの少なくとも一部が、前記押出しチューブが前記本体から完全に取
り出されることを防止するために前記開口よりも大きくなっている、請求項１に記載の組
み合わせ。
【請求項９】
　前記押出しチューブの少なくとも一部が、前記押出しチューブの少なくとも一部が前記
開口を通って移動されることを可能にするために前記開口よりも小さくなっている、請求
項１に記載の組み合わせ。
【請求項１０】
　前記小児安全パッケージが、
　前記本体の前記第１の端部の近傍の、前記本体の前記側壁の前記外面にある第１のねじ
山と、
　前記キャップの内面にある相補的な第２のねじ山と、
　をさらに含み、
　前記第１のねじ山が、前記キャップが前記本体に装着されるときに前記第２のねじ山に
係合する、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項１１】
　前記押出しチューブの前記ハウジングから小出しにされる前記物質をさらに含む、請求
項１に記載の組み合わせ。
【請求項１２】
　前記物質が、医薬組成物を含む、請求項１１に記載の組み合わせ。
【請求項１３】
　前記医薬組成物が、薬学的に許容可能な担体ならびにイベルメクチン、ブリモニジン、
トリファロテン、アダパレン、クロベタゾール、およびベタメタゾンからなる群から選択
される少なくとも１種類の医薬有効成分を含む、請求項１２に記載の組み合わせ。
【請求項１４】
　押出しチューブ用の小児安全パッケージを使用する方法であって、
　本体および該本体の第１の端部に取り外し可能に取り付けられているキャップを有する
小児安全パッケージを入手または用意するステップと、
　前記本体の開いた第２の端部に押出しチューブを挿入するステップと、
　前記本体の前記開いた第２の端部に底壁を取り付けて、前記小児安全パッケージ内に前
記押出しチューブを封入するステップと、
を含む方法。
【請求項１５】
　前記本体から前記キャップを取り外すステップと、
　前記本体に対して前記押出しチューブを移動させて、前記押出しチューブの少なくとも
一部を露出させるステップと、
　前記押出しチューブ内から少なくともいくらかの物質を取り出すステップと、
　前記押出しチューブの全体が前記本体によって囲まれるように前記本体に対して前記押
出しチューブを移動させるステップと、
　前記本体に前記キャップを取り付けて、小児安全パッケージ内に前記押出しチューブを
封入するステップと、
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記本体から前記キャップを取り外すステップと、
　前記本体からカラーを取り外すステップと、
　前記本体から前記押出しチューブを取り出して、前記押出しチューブの処分または再充
填を行うステップと、
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
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【請求項１７】
　第１の端部、反対側の第２の端部、および前記第１の端部から前記第２の端部まで延び
る側壁を有する本体を含む小児安全パッケージであって、前記側壁が、内面および反対側
の外面を有し、前記本体の長手方向軸線が、前記第１の端部から前記第２の端部に延びて
おり、キャビティが、前記本体によって形成されており、開口が、前記本体の前記第１の
端部の近傍に配置されており、底壁が、前記本体の前記第２の端部の近傍に配置されてお
り、キャップが、前記本体の前記第１の端部の少なくとも一部に取り外し可能に装着可能
である、小児安全パッケージと、
　前記本体の前記キャビティ内に取り出し可能に配置可能な押出しチューブであって、該
押出しチューブが、概ね可撓性のハウジングであり、該ハウジングから小出しにされる物
質を収容するためのキャビティを形成するハウジング、および該ハウジングに取り外し可
能に装着される閉鎖具を含み、前記押出しチューブが、第１の位置と第２の位置との間で
前記長手方向軸線に沿って前記本体内を移動可能であり、前記第１の位置では、前記押出
しチューブの全体が、前記小児安全パッケージの前記本体の前記第１の端部より下に配置
されており、前記第２の位置では、前記押出しチューブの少なくとも一部が、前記小児安
全パッケージの前記本体の前記第１の端部より上に配置されており、前記小児安全パッケ
ージの外側に延びている、押出しチューブと、
を含む組み合わせ。
【請求項１８】
　前記小児安全パッケージが、前記本体の前記第１の端部の少なくとも一部に取り外し可
能に装着可能なカラーをさらに含み、前記開口が、前記カラーを通って延びている、請求
項１７に記載の組み合わせ。
【請求項１９】
　前記押出しチューブの前記ハウジングから小出しにされる前記物質をさらに含む、請求
項１７に記載の組み合わせ。
【請求項２０】
　前記物質が、薬学的に許容可能な担体ならびにイベルメクチン、ブリモニジン、トリフ
ァロテン、アダパレン、クロベタゾール、およびベタメタゾンからなる群から選択される
少なくとも１種類の医薬有効成分を含む局所医薬組成物を含む、請求項１９に記載の組み
合わせ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0002]本発明は、一般に、小児安全（ｃｈｉｌｄ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ）パッケージお
よび押出しチューブの組み合わせに関し、より具体的には、押出しチューブに小児安全機
能を付加することができる装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0003]押出しチューブは、よく知られているタイプの容器である。例えば、押出しチュ
ーブは、練歯磨剤のチューブおよびスキンローションのチューブを含み、これらは、使用
者が物質（練歯磨剤またはローションなど）を保管し、選択的に小出しにすることを可能
にする。このような容器は、一般的に都合の良いサイズに形成され、繰り返し使用した後
でも復元力があるため、実に有用である。
【０００３】
　[0004]全部ではないが大部分の従来の押出しチューブは、小児安全性ではない。言い換
えれば、一般的に、従来の押出しチューブは、子供がチューブを開けてその中の中身に近
づくことを難しくする機構を含んでいない。従来の押出しチューブにこのような機能を付
与することは、特に新しい政府規制を考慮すると、望ましい場合がある。都合の悪いこと
に、従来の押出しチューブを、その中にまたはその上に小児安全機能を含むように変更す
ることは、新しい研究および新しい型が必要とされることが少なくとも考えられるため、
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時間および費用のかかるものであり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　[0005]押出しチューブに小児安全機能を迅速に、容易に、および安価に付加する方法は
まだ発見されていない。特に、既存のサイズ、形状、および構成の押出しチューブに小児
安全機能を付加する方法はまだ発見されていない。本発明は、これらの目的を達成する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　[0006]簡潔に述べるならば、本発明の一態様は、概ね開いた第１の端部と、反対側の概
ね開いた第２の端部と、第１の端部から第２の端部まで延びる側壁とを有する本体を含む
小児安全パッケージを有する組み合わせに関する。側壁は、内面および反対側の外面を有
する。本体の長手方向軸線は、第１の端部から第２の端部に延びている。キャビティは、
本体によって形成される。開口は、本体の開いた第１の端部の近傍に配置される。底壁は
、本体の開いた第２の端部の近傍に配置される。底壁は、本体の開いた第２の端部を概ね
塞ぐ。キャップは、本体の第１の端部の少なくとも一部に取り外し可能に装着される。ま
た、本組み合わせは、本体のキャビティ内に取り出し可能に配置可能な押出しチューブを
有する。押出しチューブは、キャップが本体の第１の端部の少なくとも一部に装着されて
いるとき、本体、底壁、およびキャップによって囲まれる。押出しチューブは、概ね可撓
性のハウジングであって、該ハウジングから小出しにされる物質を収容するためのキャビ
ティを形成するハウジングを含む。閉鎖具は、ハウジングに取り外し可能に装着される。
【０００６】
　[0007]別の態様において、本発明は、押出しチューブ用の小児安全パッケージを使用す
る方法に関する。本方法は、本体および該本体の第１の端部に取り外し可能に取り付けら
れているキャップを有する小児安全パッケージを入手または用意することを含む。本方法
は、本体の開いた第２の端部に押出しチューブを挿入することおよびパッケージ内に押出
しチューブを封入するために本体の開いた第２の端部に底壁を取り付けることを含む。
【０００７】
　[0008]さらに別の態様において、本発明は、小児安全パッケージおよぶ押出しチューブ
の組み合わせに関する。小児安全パッケージは、第１の端部と、反対側の第２の端部と、
第１の端部から第２の端部まで延びる側壁とを有する本体を含む。側壁は、内面および反
対側の外面を有する。本体の長手方向軸線は、第１の端部から第２の端部に延びている。
キャビティは、本体によって形成される。開口は、本体の第１の端部の近傍に配置される
。底壁は、本体の第２の端部の近傍に配置される。キャップは、本体の第１の端部の少な
くとも一部に取り外し可能に装着可能である。押出しチューブは、本体のキャビティ内に
取り出し可能に配置可能である。押出しチューブは、概ね可撓性のハウジングであって、
該ハウジングから小出しにされる物質を収容するためのキャビティを形成するハウジング
および該ハウジングに取り外し可能に装着される閉鎖具を含む。押出しチューブは、第１
の位置と第２の位置との間で長手方向軸線に沿って本体内を移動可能である。第１の位置
では、押出しチューブの全体が、パッケージの本体の第１の端部より下に配置される。第
２の位置では、押出しチューブの少なくとも一部が、パッケージの本体の第１の端部より
上に配置され、パッケージの外側に延びる。本発明の実施形態において、本組み合わせは
、押出しチューブのハウジングから小出しにされる物質をさらに含む。物質は、医薬組成
物を含むことが好ましい。
【０００８】
　[0009]前述の概要（および本発明の以下の詳細な説明）は、添付図面に関連して読まれ
るとき、より良く理解される。本発明を例示するために、図面には、現時点で好ましい実
施形態が示されている。しかしながら、本発明は図示されているまさにその構造および手
段に限定されないことが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】本発明の好ましい実施形態に係る、小児安全パッケージおよび押出しチューブの
組み合わせの分解部分側断面図であり、そこでは、パッケージのキャップが、パッケージ
の本体から分離されて示され、チューブが、本体に対して上方に移動されて示されている
。
【図２】上記組み合わせの部分側断面図であり、そこでは、チューブが、完全に本体に挿
入され、キャップが、本体に取り付けられている。
【図３】上記組み合わせの上面図であり、そこでは、キャップおよび押出しチューブが、
明確にするために省略されている。
【図４】パッケージおよびチューブの組み合わせの分解部分側断面図である。
【図５】本発明の代替的な好ましい実施形態に係る、パッケージおよびチューブの組み合
わせの底面図であり、そこでは、キャップおよび底壁が、明確にするために省略されてい
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　[0015]特定の用語が、以下の説明において便宜のためにのみ使用されているが、これは
、限定的なものではない。語「下方の」、「底の」、および「上方の」は、参照されてい
る図面における方向を意味する。語「上方に」、「下方に」、「内側に」、および「外側
に」は、それぞれ、本発明に係る装置（およびその指定された部分）の幾何学的中心に接
離する方向を意味する。本明細書で明確に述べられていない限り、用語「ある（ａ）、「
ある（ａｎ）」、および「その（ｔｈｅ）」は、１つの要素に限定されず、それどころか
、「少なくとも１つの」という意味に解釈されるべきである。　用語は、上で言及した語
、その派生語、および類似の意味を有する語を含む。
【００１１】
　[0016]図面（そこでは、同じ数字が、いくつかの図を通して同じ要素を示している）を
詳細に参照すると、図１～図４は、本発明の第１の好ましい実施形態に係る、小児安全パ
ッケージ（全体を通して１０が割り当てられている）および押出しチューブ（全体を通し
て１２が割り当てられている）の組み合わせを示している。パッケージ１０は、パッケー
ジ１０がチューブ１２を保護および／または保存するようにチューブ１２を必要に応じて
完全に囲むサイズ、形状、および／または構成に形成されることが好ましい。チューブ１
２は、パッケージ１０から完全に取り出すことができることが好ましく、また、パッケー
ジ１０は、チューブ１２がパッケージ１０から完全に取り出されることを必要とすること
なく、物質（図示せず）（練歯磨剤、ローション、または医薬組成物など）の少なくとも
一部を必要に応じて小出しにするためにチューブ１２に接近することを可能にすることが
好ましい。
【００１２】
　[0017]図１～図４を参照すると、パッケージ１０は、概ね開いた第１の端部または上端
１６および反対側の概ね開いた第２の端部または下端１８を有する本体１４を含むことが
好ましい。本体１４の長手方向軸線Ａは、第１の端部１６の幾何学的中心から第２の端部
１８の幾何学的中心へ直線的に延びている。第１の端部１６および第２の端部１８は、上
または下から見た場合に少なくとも概ね円形であることが好ましい（図３参照）。第１の
端部１６および第２の端部１８のそれぞれは、その内に、それぞれノッチまたは溝１６ａ
、１８ａを含むことが好ましい。溝１６ａ、１８ａのそれぞれは、本体１４の全周囲に連
続的に途切れなく延びてもよいし、あるいは、溝１６ａ、１８ａのそれぞれは、本体１４
の互いに離間された別個の１つ以上の位置に形成されてもよい。
【００１３】
　[0018]側壁２０は、本体１４の第１の端部１６からその第２の端部１８まで延びること
が好ましい。側壁２０は、内面２２および反対側の外面２４を含む。側壁２０の内面２２
によって、本体１４内にキャビティ３０が形成されることが好ましい。図３に示されてい
るように、本体１４は、上および／または下から見た場合に概ね円形の断面および／また
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は外周を有することが好ましい。しかしながら、本体１４は、本明細書で説明されている
機能を可能にする任意の形状（楕円形の断面など）および／または構成を有してもかまわ
ないため、上記の形状および／または構成に限定されない。
【００１４】
　[0019]図１、図２、および図４を参照すると、本体１４の側壁２０の内面２２は、本体
１４の第１の端部１６の近傍にある第１の部分または上部２６および本体１４の第２の端
部１８の近傍にある第２の部分または下部２８を有することが好ましい。第１の部分２６
は、第２の部分２８よりも小さな幅、直径、および／または断面積を有することが好まし
い。第１の部分２６の少なくとも一部（好ましくは、第１の部分２６の全体）は、少なく
とも概ね（厳密にではないとしても）長手方向軸線Ａと平行に延びる。言い換えれば、第
１の部分２６は、概ね円筒の形状を有することが好ましい。一方、第２の部分２８の少な
くとも一部は、長手方向軸線Ａに接離するように内側に広がる角度αα（図４参照）で延
びることが好ましい。特に、角度αは、長手方向軸線Ａに対して約５～３０度（５°～３
０°）であることが好ましい。言い換えれば、第２の部分２８の少なくとも一部は、概ね
逆円錐の形状を有することが好ましい。円錐形状は、例えば、円形または楕円形によって
形成されてもよい。側壁２０の内面２２の最下部２９は、概ね円筒の形状を有してもよく
、この場合、第２の部分２８は、側壁２０の互いに離間された２つの円筒部２６、２９の
間に配置され、これらによって区切られる。側壁２０の最下部２９は、側壁２０の第１の
部分２６よりも大きな幅、直径、および／または断面積を有することが好ましい。側壁２
０の内面２２の上で説明した形状および／または構成は、以下でより詳細に説明される機
能を実現または可能にする。側壁２０の外面２４の形状および／または構成は、内面２２
のそれと一致することが好ましい。
【００１５】
　[0020]図１～図４を参照すると、パッケージ１０は、本体１４の第１の端部１６の位置
または近傍に配置されるカラー３８を含むことが好ましい。カラー３８の外周は、上また
は下から見た場合に少なくとも概ね円形であることが好ましい（図３参照）。カラー３８
は、本体１４の第１の端部１６にスナップフィットされることが好ましく、また、カラー
３８は、本体１４の第１の端部１４の少なくとも一部に取り外し可能に装着可能であるこ
とが好ましい。より詳細には、カラー３８の外周の少なくとも一部は、本体１４の第１の
端部１６の溝１６ａの少なくとも一部を受け入れ、および／またはこれに係合するように
相補的なサイズ、形状、および／または構成に形成される。しかしながら、カラー３８は
、本体１４の少なくとも一部と一体的に、単体的に、および／またはモノリシックに形成
されてもよい。
【００１６】
　[0021]再び図１～図４を参照すると、パッケージ１０は、本体１４の開いた第１の端部
１６の近傍の位置に開口３２を含むことが好ましい。より具体的には、開口３２は、カラ
ー３８の幾何学的中心を通って広がっていることが好ましい。カラー３８が、本体１４の
第１の端部１６に取り付けられると、本体１４の開いた第１の端部１６は、開口３２を除
いて少なくともわずかに塞がれる。開口３２は、本体１４の開いた第１の端部１６よりも
少なくともわずかに小さいことが好ましい。言い換えれば、開口３２の幅、直径、および
／または断面積は、本体１４の開いた第１の端部１６のそれよりも少なくともわずかに小
さいことが好ましい。以下で詳細に説明されるように、開口３２は、チューブ１２の一部
が本体１４の第１の端部１６を通してパッケージ１０から取り出されることを可能にする
（図１参照）のに十分なサイズ、形状、および／または構成に形成される一方で、チュー
ブ１２の全体が本体１４の第１の端部１６を通してパッケージ１０から取り出されること
を防止することができることが好ましい。
【００１７】
　[0022]図１、図２、および４に示されているように、開口３２は、第１の部分または上
部３４および第２の部分または下部３６を有することが好ましい。第１の部分３４は、第
２の部分３６に対して、長手方向軸線Ａに沿って配置されることが好ましい。言い換えれ
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ば、第１の部分３４は、パッケージ１０が支持面（カウンタートップまたはテーブルトッ
プなど）（図示せず）上に配置されるとき、第２の部分３６より上に垂直に配置される。
開口３２の第１の部分３４の少なくとも内面は、概ね（厳密にではないとしても）長手方
向軸線Ａと平行に延びる。したがって、第１の部分３４は、概ね円筒の形状を有すること
が好ましい。開口３２の第２の部分３６の少なくとも内面は、長手方向軸線Ａに接離する
ように広がる角度θ（図２参照）で延びることが好ましい。角度θは、長手方向軸線Ａに
対して約４５度（４５°）であることが好ましい。したがって、第２の部分３６は、概ね
逆円錐の形状を有することが好ましい。円錐形状は、例えば、円形または楕円形によって
形成されてもよい。
【００１８】
　[0023]再び図１、図２、および図４を参照すると、パッケージ１０は、本体１４の開い
た第２の端部１８の位置または近傍に配置される底壁４０を含むことが好ましい。横から
見た場合（図１、図２、および図４参照）、底壁４０は、平坦または平面状であることが
好ましい。上または下から見た場合（図３参照）、底壁４０の外周は、少なくとも概ね円
形であることが好ましい。底壁４０は、本体１４とは別個の構成要素であることが好まし
い。底壁４０は、本体１４の開いた第２の端部１８にスナップフィットされてもよい。特
に、底壁４０の外周の少なくとも一部は、締まり嵌め（ｔｉｇｈｔ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ｆｉｔ）によって、本体１４の開いた第２の端部１８の位置または内の溝１８ａ
に相補的に係合することが好ましい。したがって、底壁４０は、好ましくはチューブ１２
が本体１４に挿入された後に、本体１４の開いた第２の端部１８を概ね塞ぐために本体１
４の開いた第２の端部１８の少なくとも一部に装着可能である。使用者または製造者は、
本体１４の開いた第２の端部１８にチューブ１２を挿入し、次いで、本体１４の第２の端
部１８に底壁４０を取り付けることによって第２の端部１８を塞いでもよい。しかしなが
ら、底壁４０は、チューブ１２が本体１２に挿入される前または後のいずれかにおいて本
体１４の少なくとも一部と一体的に、単体的に、および／またはモノリシックに形成され
てもよい。
【００１９】
　[0024]図１、図２、および図４を参照すると、パッケージ１０は、本体１４の開いた第
１の端部１６の少なくとも一部に取り外し可能に装着可能なキャップ４２を含むことが好
ましい。図２に示されているように、キャップ４２が、本体１４に適切に装着されている
とき、カラー３８は、キャップ４２と本体１４との間に収容されるか、または挟まれるこ
とが好ましい。キャップ４２は、概ね平坦なまたは平面状の底壁５０およびそこから下方
に延びるスカート５２を含むことが好ましい。底壁５０およびスカート５２は、一体的に
、単体的に、および／またはモノリシックに形成され、概ね９０度（９０°）の角度で結
合されることが好ましい。
【００２０】
　[0025]少なくとも１つの突起５４が、底壁５０から下方に延びることが好ましい。突起
５４は、スカート５２から半径方向内側に離間されていることが好ましい。したがって、
スカート５２は、突起５４の全周囲を概ね囲む。スカート５２は、キャップ４２が本体１
４に適切に装着されているときに長手方向軸線Ａに沿って下方に向かって突起５４よりも
遠くに延びることが好ましい。突起５４は、キャップ４２を上または下から見た場合にキ
ャップ４２の幾何学的中心の周囲に円形に途切れなく延びる単一の湾曲した構造であって
もよい。あるいは、２つ以上の互いに離間された突起５４が、キャップ４２の幾何学的中
心を挟んで底壁５０から下方に延びてもよい。しかしながら、突起５４は、以下で詳細に
説明される機能を達成することができる任意の形態をとってもかまわないため、上で説明
したサイズ、形状、および／または構成に限定されない。
【００２１】
　[0026]再び図１、図２、および図４を参照すると、第１のねじ山４４が、本体１４の側
壁２０の外面２４の少なくとも一部に形成されることが好ましい。したがって、第１のね
じ山４４の少なくとも一部は、外面２４から半径方向外側に延びる。第１のねじ山４４は
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、本体１４の開いた第１の端部１６の近傍に配置されることが好ましい。しかしながら、
第１のねじ山４４は、長手方向軸線Ａに沿って本体１４の開いた第１の端部１６から少な
くともわずかに下方に離間されることが好ましい。第２の相補的なねじ山４６が、キャッ
プ４２の内面に形成されることが好ましい。特に、第２の相補的なねじ山４６は、スカー
ト５２の内面に形成されることが好ましい。キャップ４２が、本体１４に適切に装着され
るとき、第１のねじ山４４は、第２の相補的なねじ山４６に係合されることが好ましい。
【００２２】
　[0027]ねじ山４４、４６の組み合わせおよび係合は、当業者には周知の小児安全機能の
少なくとも一部を実現および／または形成することが好ましい。小児安全機能は、当業者
に周知の方法で、本体１４の一部から、キャップ４２のスカート５２から内側に延びる突
起またはプラグ６２（図１および図４参照）を外すために本体１４に対するキャップ４２
の締め付けおよび回転（ｓｑｕｅｅｚｉｎｇ＆ｔｕｒｎｉｎｇ）を同時に行うことによっ
て解除されてもよい。あるいはまたはさらに、キャップ４２は、「押圧および回転（ｐｕ
ｓｈ＆ｔｕｒｎ）」機能を可能にする２つの別個の部品（例えば、内側キャップおよび外
側キャップ）として形成されてもよい。
【００２３】
　[0028]パッケージ１０およびその構成要素のすべては、概ね硬質、高強度、軽量の材料
から形成されることが好ましい。例えば、パッケージ１０およびその構成要素のすべては
、高分子材料および／または金属材料から形成されてもよい。パッケージ１０およびその
構成要素のそれぞれは、少なくとも概ね不透明な材料から形成されることが好ましい。し
かしながら、パッケージ１０の任意の部分が、少なくとも概ね透明なまたは半透明の材料
から形成されてもよく、これにより、キャビティ３０内の物品が、パッケージ１０の外側
から少なくとも部分的に見ることができてもよい。
【００２４】
　[0029]パッケージ１０のサイズ、形状、および／または構成は、多数のパッケージ１０
が比較的密な配置で積み重ねられ、および／または梱包されることを可能にする。このよ
うな特徴は、保管、輸送、および／または陳列の目的にとって有益である。サイズ、形状
、および／または構成は、従来の、医薬品の容器またはボトル（図示せず）（錠剤を収容
するための、ＡＤＶＩＬのボトルなど）と同様である。結果的に、本発明の多数のパッケ
ージ１０は、周知の装置と同様に保管、輸送、および／または陳列することができる。
【００２５】
　[0030]図１、図２、および図４を参照すると、押出しチューブ１２は、概ね可撓性のハ
ウジング５６であって、ハウジング５６から小出しにされる物質を収容するためのキャビ
ティ５８を形成するハウジング５６を含むことが好ましい。ハウジング５６は、不透明な
、透明な、または半透明の高分子材料から形成されることが好ましく、また、概ね可撓性
であるか、または弾性的な復元力がある（ｅｌａｓｔｉｃａｌｌｙ　ｒｅｓｉｌｉｅｎｔ
）ことが好ましい。ハウジング５６は、液体および気体に対して少なくとも概ね不透過性
であり、これにより、キャビティ５８内の物質が、概ね清浄なまたは無菌の状態で保存さ
れ得ることが好ましい。
【００２６】
　[0031]ハウジング５６の上端５６ａは、開いていることが好ましく、また、ハウジング
５６の反対側の下端５６ｂは、恒久的に閉鎖される位置で圧着または封止されることが好
ましい。ハウジング５６の上端５６ａは、上から見た場合に概ね円形の形状を有すること
が好ましく、一方、下端５６ｂは、下から見た場合に概ね平坦なまたは平面状の形状を有
することが好ましい。横から見た場合に、ハウジング５６は、傾斜した形状、三角形の形
状、または逆円錐の形状を有することが好ましく、この場合、ハウジング５６の上端５６
ａの幅、直径、および／または断面積は、長手方向軸線Ａに対して概ね垂直に測定した場
合に下端５６ｂのそれよりも少なくともわずかに小さいことが好ましい。言い換えれば、
チューブ１２のハウジング５６の側壁の外面の形状は、パッケージ１０の本体１４の側壁
２０の内面の第２の部分２８の形状に概ね一致するか、またはこれと概ね相補的である。
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【００２７】
　[0032]概ね硬質の閉鎖具６０が、キャビティ５８内の物質を密封または封止するために
ハウジング５６に取り外し可能に装着されることが好ましい。閉鎖具６０は、多数の方法
のうちのいずれか１つの方法で（閉鎖具６０をねじってまたは回転させてハウジング５６
に取り付ける従来のねじ山の係合（図示せず）などによって）ハウジング５６に取り付け
られてもよい。あるいは、閉鎖具６０は、スナップフィットおよび／または摩擦嵌めの構
成によってハウジング５６に取り付けられてもよい。チューブ１２の上で説明した構成要
素、サイズ、形状、および／または構成は、好ましいものではあるが、チューブ１２は、
上記の特徴を含むものに限定されない。それどころか、チューブ１２は、チューブ１２が
、本明細書で説明されているように物質を収容し、パッケージ１０と相互作用することが
できるならば、任意の数の構成要素を備え、任意のサイズ、形状、および／または構成を
有する容器であってもよい。
【００２８】
　[0033]図１、図２、および図４を参照すると、上で説明したように、チューブ１２は、
部分的におよび／または全体的に取り出し可能に、本体１４のキャビティ３０内に配置可
能であることが好ましい。特に、チューブ１２が、キャビティ３０および本体１４内に適
切に配置されているとき、および、パッケージ１０が、適切に組み立てられているとき（
図２参照）に、キャップ４２が、本体１４の開いた第１の端部１６の少なくとも一部に装
着されると、チューブ１２が、本体１４、底壁４０、およびキャップ４２によって完全に
囲まれることが好ましい。チューブ１２の少なくとも一部（その閉鎖された端部５６ｂな
ど）は、パッケージ１０の開口３２よりも大きな幅、直径、および／または断面積を有す
ることが好ましい。このような構成は、チューブ１２がパッケージ１０に適切に挿入され
た場合に、チューブ１２が、本体１４の第１の端部１６を通して本体１４から完全に取り
出されることを防止する。さらに、チューブ１２の少なくとも一部（閉鎖具６０およびハ
ウジング５６の開いた端部５６ａなど）は、チューブ１２の少なくとも一部が開口３２を
通して取り出されることを可能にするためにパッケージ１０の開口３２よりも小さな幅、
直径、および／または断面積を有することが好ましい。このような構成は、使用者がチュ
ーブ１２から物質を小出しにすることを可能にしながらも、チューブ１２の少なくとも一
部をパッケージ１０内に保持する。複数の異なるカラー３８が、本体１４に対して形成さ
れ、設けられ、および／または取り付けられてもよく、この場合、カラー３８のそれぞれ
は、異なる種類またはサイズのチューブ１２が、少なくとも部分的にパッケージ１０から
上方におよび／またはこれより上に延びることができるように異なるサイズ、形状、およ
び／または構成を有する開口３２を含む。
【００２９】
　[0034]図１と図２を比較した場合に明白なように、チューブ１２は、第１の位置（図２
）と第２の位置（図１）との間で長手方向軸線Ａに沿って本体１４内を移動可能であるこ
とが好ましい。第１の位置は、長手方向軸線Ａに沿って第２の位置から離間されているこ
とが好ましい。第１の位置では、チューブ１２の全体が、パッケージ１０の本体１４の開
いた第１の端部１６より下に配置されることが好ましい。このようにして、第１の位置で
は、チューブ１２は、パッケージ１０によって全体的に囲まれ、保護される。第１の位置
では、キャップ４２の突起５４の少なくとも一部が、開口３２内に延び、閉鎖具６０がハ
ウジング５６に装着され、チューブ１２が本体１４のキャビティ３０内に適切に配置され
ているときに閉鎖具６０の少なくとも一部を囲むか、またはこれに係合する。
【００３０】
　[0035]第２の位置では、チューブ１２の少なくとも一部が、パッケージ１０の本体の開
いた第１の端部１６より上に配置可能である。図１に示されているように、チューブ１２
が、パッケージ１０内で上方に持ち上げられると、チューブ１２のハウジング５６の少な
くとも一部が、本体１４の内面２２の第２の部分２８に接触し、この結果、パッケージ１
０に対するチューブ１２のさらに上方への移動および／またはパッケージ１０からのチュ
ーブ１２の取り出しが防止されることが好ましい。あるいはまたはさらに、ハウジング５
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６の少なくとも一部は、チューブ１２がパッケージ１０内で上方に持ち上げられたときに
開口３２の第１の部分３４および／または第２の部分３６に接触し、この結果、パッケー
ジ１０に対するチューブ１２のさらに上方への移動が防止されてもよい。第２の位置では
、使用者は、ハウジング５６から閉鎖具６０を取り外すことができ、ハウジング５６の上
端５６ａを通してハウジング５６から物質を小出しにするためにチューブ１２の一部を圧
縮することができることが好ましい。
【００３１】
　[0036]使用者または消費者は、パッケージ１０およびチューブ１２を完全に組み立てら
れた構成（図２に示されているものなど）で受け取るか、または購入することが考えられ
る。任意の適切な物質が、押出しチューブのハウジングから小出しにされてもよい。例え
ば、物質は、練歯磨剤および化粧品組成物などであってもよい。また、物質は、薬学的に
許容可能な担体および１種類以上の医薬有効成分を含む医薬組成物であってもよい。この
組成物は、イベルメクチン、ブリモニジン、トリファロテン（ｔｒｉｆａｒｏｔｅｎｅ）
、アダパレン、クロベタゾール、およびベタメタゾンからなる群から選択される少なくと
も１種類の医薬有効成分を含む局所組成物であることが好ましい。物質は、本開示を踏ま
えて当該技術分野で知られている任意の方法を用いてチューブ１２のキャビティ内に詰め
られてもよい。
【００３２】
　[0037]チューブ１２内の物質に接近するために、使用者は、本体１４に対するキャップ
４２の押圧および回転または締め付けおよび回転を同時に行うことによって本体１４から
キャップ４２を取り外すことが好ましい。小児安全機能が解除さらたら、キャップ４２が
、本体１４から分離されて、チューブ１２が、チューブ１２の少なくとも一部（ハウジン
グ５６の上端５６ａ（図１参照）など）を露出させるために本体１４に対して上方に移動
されることが可能になることが好ましい。次に、閉鎖具６０が、ハウジング５６から取り
外されることが好ましく、また、チューブ１２内の物質の少なくとも一部が、チューブ１
２のハウジング５６の少なくとも一部を絞ることなどによって、そこから取り出されるこ
とが好ましい。次に、閉鎖具６０が、チューブ１２のハウジング５６のキャビティ５８内
の残りの物質を再封止するためにチューブ１２のハウジング５６に再び取り付けられるこ
とが好ましい。十分な量の物質が、チューブ１２から取り出されたら、チューブ１２は、
チューブ１２の全体（閉鎖具６０を含む）が本体１４によって囲まれるように本体１４に
対して下方に移動されることが好ましい。次に、キャップ４２が、パッケージ１０内にチ
ューブ１２の全体を封入するために本体１４の開いた第１の端部１６に取り付けられるこ
とが好ましい。
【００３３】
　[0038]上で説明したステップは、少なくともいくらかの物質がチューブ１２内に残って
いる限り繰り返されてもよい。しかしながら、ある時点で、物質のすべてが、チューブ１
２のキャビティ５８から取り出されるか、または小出しにされることが予期される。その
時点で、チューブ１２を、物質が充填されている別の押出しチューブ１２に交換すること
が望ましい場合がある。その場合、使用済みの元のチューブ１２の処分、使用済みの元の
チューブ１２のリサイクル、または使用済みの元のチューブ１２への物質の再充填のいず
れかを行うためにパッケージ１０から使用済みの元のチューブ１２を完全に取り出すこと
が望ましい。
【００３４】
　[0039]これを行う１つの方法は、本体１４の開いた第１の端部１６からキャップ４２を
取り外すことである。次に、カラー３８を、本体１４の開いた第１の端部１６から取り外
して分離することが好ましい。次に、使用済みの元のチューブ１２は、本体１４から取り
出されて、使用済みの元のチューブ１２への追加の物質の再充填、使用済みの元のチュー
ブ１２の処分、または使用済みの元のチューブ１２のリサイクルのいずれかが行われても
よい。再充填されたチューブ１２または新しいチューブ１２が、本体１４に挿入されても
よい。次に、カラー３８が、本体１４に再び取り付けられてもよく、キャップ４２が、本
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体１４内にカラー３８およびチューブ１２を封入するために本体１４に再び取り付けられ
てもよい。パッケージ１０から使用済みのチューブ１２を取り出す別の方法は、本体１４
から底壁４０を取り外して、本体１４の開いた第２の端部１８を通してパッケージ１０か
らチューブ１２を取り出すことである。
【００３５】
　[0040]パッケージ１０およびチューブ１２を組み立てる方法は、キャップ４２が本体１
４に取り付けられている小児安全パッケージ１０を入手または用意することを含む。チュ
ーブ１２が、本体１４の開いた第２の端部１８に底壁４０を取り付ける前に本体１４の開
いた第２の端部１８に挿入されることが好ましい。チューブ１２が、本体１４に完全に挿
入されたら、底壁４０が、パッケージ１０内にチューブ１２を封入するために本体１４の
開いた第２の端部１８に取り付けられることが好ましい。あるいは、パッケージ１０は、
底壁４０が本体１４に取り付けられている状態で入手または用意されてもよい。チューブ
１２は、本体１４の第１の端部１６に挿入されてもよい。次に、カラー３８が、本体１４
の第１の端部１６に取り付けられてもよい。最後に、キャップ４２が、本体１４の第１の
端部１６に取り付けられてもよい。
【００３６】
　[0041]パッケージ１０およびチューブ１２を使用する方法は、本体１４からキャップ４
２を取り外すことを含む。次に、チューブ１２が、閉鎖具６０およびハウジング５６の上
端５６ａの少なくとも一部を少なくとも露出させるように概ね長手方向軸線Ａに沿って本
体１４に対して移動されることが好ましい。チューブ１２内の物質の少なくとも一部が、
閉鎖具６０を取り外して、露出されたハウジング５６の少なくとも一部を絞ることなどに
よって、そこから取り出されることが好ましい。次に、閉鎖具６０が、ハウジング５６に
再び取り付けられることが好ましく、チューブ１２が、チューブ１２の全体が本体１４に
よって囲まれるまで概ね長手方向軸線Ａに沿って本体１４のキャビティ３０に向かって内
側に移動されることが好ましい。次に、キャップ４２が、パッケージ１０内にチューブ１
２の全体を封入するために本体１４の開いた第１の端部１６に再び取り付けられることが
好ましい。
【００３７】
　[0042]チューブ１２が、交換または物質の補充を必要とするとき、キャップ４２が、本
体１４から取り外されることが好ましい。次に、カラー３８が、本体１４の開いた第１の
端部１６から取り外され、チューブ１２が、チューブ１２の処分またはチューブ１２への
物質の再充填を行うために本体１４から取り出されることが好ましい。あるいは、チュー
ブ１２の処分または再充填を行うために、底壁４０が、本体１４からキャップ４２および
カラー３８を取り外すことなく、本体１４の開いた第２の端部１８から取り外されてもよ
い。
【００３８】
　[0043]図５は、小児安全パッケージ１１０および押出しチューブ１１２の組み合わせの
代替的な好ましい実施形態を示している。代替的な実施形態の参照符号は、百（１００）
の要素によって第１の実施形態のそれから区別可能であるが、それ以外には、他の仕方で
表記されている点を除いて、第１の実施形態に示されているのと同じ要素を示している。
代替的な実施形態の、小児安全パッケージ１１０および押出しチューブ１１２の組み合わ
せは、第１の実施形態のそれと実質的に同様である。実施形態間の特定の類似点に関する
説明は、本明細書では簡潔にするために、および便宜のために省略されている場合があり
、したがって、これは、限定的なものではない。
【００３９】
　[0044]代替的な実施形態の特徴的な特徴は、本体１１４の側壁１２０の少なくとも下部
が、下から見た場合に概ね楕円形のまたは長円形の形状を有する一方で、本体１１４の側
壁１２０の反対側の上部が、下から見た場合に概ね円形の形状を有することである。この
ようにして、本体１１４は、より密接にまたは一層厳密にチューブ１１２の形状に一致す
るか、および／またはこれと相補的となるように設計され得る。代替的な実施形態から明
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らかなように、本体１１４は、任意の数のサイズ、形状、および／または構成を有しても
よく、本発明は、本体１１４の特定の１つの設計または構造に限定されない。
【００４０】
　[0045]上で説明した実施形態に対して、これに関する広範な本発明の概念から逸脱する
ことなく、変更が行われてもよいことは、当業者によって理解されるであろう。したがっ
て、本発明は、開示されている特定の実施形態に限定されず、添付の特許請求の範囲によ
って規定される本発明の精神および範囲内の修正形態を含むよう意図されている。

【図１】 【図２】

【図３】
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